
あ
い
も
と
き
ん
の
う
き
た

あ
ゆ
も
ど
き
が
再
び
浮
か
ば
せ
る
田
ん
ぼ

川
と
つ
な
ぎ
渓
谷
の
流
れ
を
ひ
き
こ
み
な
が
ら
・
・

■目 的
保津町自治会の水端農園プランと京都府及び亀岡市の保津川かわまちづくりの一環として、保津川河川敷地（保津橋左岸上下流）の利

活用について、その整備計画や実施・運営方策等を相互に連携協働して検討し実現していくため、協議調整していくことを目的とする。

■構 成
○保津町自治会（まちづくりビジョン推進会議 すいたん農園プラン）
○京都府南丹土木事務所（河川砂防室）
○亀岡市（桂川・広域交通課）
※必要に応じて関係する団体、個人、行政関係課等の参加を要請する

■協議事項
○利活用の計画策定に関わること
○ 〃 の整備・運営方法に関わること
○ 〃 の推進に係るその他必要な事項

■進め方
概ね次の手順で検討を進めていく

①利活用の基本構想の検討
②具体的な整備内容の検討
③整備方法の検討
④運営方法の検討
⑤整備スケジュールの検討

※本ワーキングは、保津川かわまちづくりのモデル地区としても位置づける。
また、今後設置が予定されている保津川かわまちづくり推進協議会内のワーキングも兼ねていくものとする。

““じゃこじゃこ田ミュージアム田ミュージアム””ワーキングワーキング
～すいたん農園プラン∞保津川か～すいたん農園プラン∞保津川かわわまちづくり～まちづくり～

モデル地区での取り組み
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「保津川 花回廊」今回整備箇所 約５２０ｍ

＜「保津川 花回廊」今回整備箇所イメージ＞

保津川花回廊保津川花回廊

○保津川かわまちづくり計画の第一弾として、「保津川花回廊」の整備に一部着手することとなりました。
○今回は、保津橋下流左岸において、地元 自治会が「桜」と「もみじ」の植栽を、府が堤防の整備を、

管理等は、市及び地元がそれぞれ協働して行います。
○また、この着手を記念して、地元自治会主催で下記により植樹祭が行われます。

・日時 平成23年2月19日（土）10:00～

保津町
すいたん農園

桜

もみじ

モデル地区での取り組み



 

JR 亀岡駅 
雑水川 

曽我谷川 

トロッコ亀岡駅 

JR 馬堀駅 

年谷川 

鵜の川

西川 

保津橋 

■小規模なワンドが形成されている箇所を拡大し、ワンドの再生を図る。■小規模なワンドが形成されている箇所を拡大し、ワンドの再生を図る。

ワンドの再生ワンドの再生



■プロジェクトの概要■プロジェクトの概要
地域、地域、NPONPO、行政が連携協働して、西川の河川整備、美化活動、、行政が連携協働して、西川の河川整備、美化活動、

環境の保全等に取り組み、河川環境を再生し、快適な水辺空間の環境の保全等に取り組み、河川環境を再生し、快適な水辺空間の
創出を図創出を図っていくっていく。。

＜区間＞
国道９号～ＪＲ

＜主な内容＞
○水辺の整備（澪筋の整備、水際の再生、魚道の整備等）
○散策路整備（左岸側堤防天端の舗装、植栽等）
○河川美化活動（定期的な清掃会等）
○環境保全活動（モニタリング調査、自然観察会等）

＜構成＞
○篠町自治会
○NPO法人 亀岡 人と自然のネットワーク
○NPO法人 プロジェクト保津川

○亀岡市（桂川・広域交通課）
○京都府南丹土木事務所（河川砂防室）

西川“せせらぎ”と“水辺の小径”プロジェクト西川“せせらぎ”と“水辺の小径”プロジェクト

■進め方■進め方
定期的に連絡会議を開催し定期的に連絡会議を開催してて、情報の、情報の

共有と活動内容やその実施方法等につ共有と活動内容やその実施方法等につ

いて協議いて協議 調整し、それぞれの役割分担調整し、それぞれの役割分担
と連携協働のもと実施していく。と連携協働のもと実施していく。

地 域

NPO 土木事務所
亀岡市

日常の管理

モニタリング調査
アドバイザー
美化活動・啓発

水辺の整備
散策路整備
維持修繕・日常の管理に係る支援

プロジェクトの推進
河川環境の再生

快適な河川空間の創出

現在の西川 整備後の西川
（イメージ）

＜取組状況＞
・H22.9/30 魚類調査（NPO亀岡 人と自然のﾈｯﾄﾜｰｸ
・H23.1～ H22年度整備工事着手（南丹土木事務所）
・H23.1/23 清掃会
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